
 

 ①調査の目的  

本県のミネラルウォーター生産量は日本一であり、全国シェアは４割を占めています。また、名水百選に３
箇所、平成の名水百選に４箇所が選定されており、「水」は名実ともに本県を代表する地域ブランドの一つと
なっています。 
一方、大消費地であり、日本の中でも特に人口が集中する三大都市圏の住民に本県の「水」が地域ブランド

としてどの程度認識されているのかを明らかにしたデータは存在していません。 
そのため、三大都市圏の住民が本県の「水」に持つイメージ等を把握し、地域ブランドとしての強み、弱み

などを分析し、三大都市圏の住民の評価、認識、ニーズ等を踏まえた的確な「水」のブランド戦略を立てる上
で必要な資料を得ることを目的に調査を実施しました。 

 ②調査の項目  

Ⅰ 水のイメージについて 
Ⅱ 山梨県内の「水」の名所及び温泉地について 
Ⅲ 「水」に関連する山梨県産商品について 
Ⅳ その他 

 ③調査の方法  

【調 査 方 法】インターネットモニターアンケート調査 
【調 査 区 域】三大都市圏 
       東 京 圏：東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県 
       名古屋圏：愛知県、岐阜県、三重県 
       大 阪 圏：大阪府、京都府、兵庫県、奈良県 
【調 査 対 象】三大都市圏に居住する 20 歳以上の男女個人 
【調査対象数】回収サンプル数として 3,000 人（各都市圏毎に 1,000 人） 
【調 査 期 間】平成 27 年９月 15 日～18 日 

 ④属性別回収状況  
 

 男性 女性 

性別 1,500（50.0％） 1,500（50.0％） 

 

 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳以上 

年代 452（15.1％） 548（18.3％） 638（21.3％） 506（16.9％） 601（20.0％） 255（8.5％） 

 

 東京圏 名古屋圏 大阪圏 

居住圏域 1,000（33.3％） 1,000（33.3％） 1,000（33.3％） 

 ⑤この概要版の見方  

・当該質問に回答した人の実数（回答母数）を表記する場合は「Ｎ」と表示しています。 

・集計結果の％表示は、小数点以下第２位を四捨五入してあるので、構成比の合計がちょうど 100.0％になら

ない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合は、すべての構成比の合計がちょうど 100.0％にならない場合があります。 
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◆ 「おいしい水」、「きれいな水」、「名水」、「ミネラルウォーター」と聞いてイメージする 

都道府県【問１（イメージが強いと思う順に第３位まで選択）：上位５位のみ掲載、居住圏域別は上位３位のみ掲載】 

 

 

 

 

≪おいしい水≫・≪きれいな水≫・≪名水≫は「長野県」、≪ミネラルウォーター≫は「山梨

県」が、それぞれ第１位となっています。また、４つの水すべてにおいて、「長野県」と「山梨

県」で上位２位を占めています。『最もイメージが強い都道府県（第１位に選ばれた都道府県）』

は、≪おいしい水≫は「長野県」、≪きれいな水≫は「北海道」、≪名水≫・≪ミネラルウォー

ター≫は「山梨県」が、それぞれ第１位となっています。 

居住圏域別にみると、東京圏では、≪おいしい水≫・≪名水≫・≪ミネラルウォーター≫は

「山梨県」、≪きれいな水≫は「長野県」が、それぞれ第１位となっていますが、西に行くほど

「山梨県」が減り、大阪圏では、４つの水すべてにおいて、「長野県」が第１位となっています。 
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◆ 「富士山の水」、「南アルプスの水」、「八ヶ岳の水」と聞いて、 

真っ先にイメージする都道府県【問３】 

 

≪富士山の水≫は「山梨県」が「静岡県」を抑えて約６割を占めているものの、≪南アルプ

スの水≫・≪八ヶ岳の水≫は「長野県」が６割以上を占めており、「山梨県」は３割前後に留ま

っています。 

居住圏域別にみると、≪富士山の水≫・≪八ヶ岳の水≫において、あまり差がみられません。

一方で、≪南アルプスの水≫においては、西に行くに従って「山梨県」が少なくなる傾向がみ

られ、東京圏と大阪圏では、「山梨県」に約 16 ポイントの差があります。 

 
※富士山の水に「長野県」、八ヶ岳の水に「静岡県」という選択肢は含まれません。 
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◆ 「富士山の水」、「南アルプスの水」、「八ヶ岳の水」、「山梨の水」、「山梨県産」、「山梨観光」

と聞いて、魅力を感じるか【問４】 

 

≪富士山の水≫・≪南アルプスの水≫・≪八ヶ岳の水≫に魅力を【感じる】は７割を超えて

多くなっています。特に≪南アルプスの水≫は、約９割と最も多くなっています。一方、≪山

梨の水≫・≪山梨県産≫・≪山梨観光≫に魅力を【感じる】は５割前後となっており、≪山梨

≫を含むものと含まないものでは、20 ポイント以上の差があります。 

◆ 「山梨の水」と聞いてイメージするもの ◆ 「国産ミネラルウォーター」と聞いて 

【問５（複数回答可）：上位 10 位のみ掲載】      思い浮かぶ商品【問２（自由記述）：上位３位のみ掲載】 

  

≪山梨の水≫と聞いてイメージするものは「富士山」が唯一約半数と最も多くなっています。

また、後に続く「天然水」は３人に１人以上の割合となっています。 

≪国産ミネラルウォーター≫と聞いて思い浮かぶ商品は、山梨県北杜市内の工場で生産され

ている「南アルプスの天然水（サントリー）」が最も多くなっています。 

 
※調査票上では、「非常に感じる」、「感じる」、「どちらかと言えば感じる」、「どちらかと言えば感じない」、「感じない」、「全

く感じない」の６項目ですが、ここでは「非常に感じる」、「感じる」、「どちらかと言えば感じる」の合算を【感じる】、

「どちらかと言えば感じない」、「感じない」、「全く感じない」の合算を【感じない】として掲載しています。 
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◆ 全国の「水」の中で、山梨の「水」は優れていると思うか【問６】 

◆ 全国の「水」の中で、山梨の「水」が優れている点・劣っている点【問７（複数回答可）】 

 

【優れている】が６割を超え、「どちらでもない」が３割以上となっています。 

居住圏域別にみると、西に行くに従って【優れている】が少なくなる傾向がみられ、東京圏

では約７割ですが、大阪圏では６割を下回っています。 

≪優れている点≫は「イメージ」、「水質」、「水源地域の環境」が４割を超えて多くなってい

ます。≪劣っている点≫は「特にない」が半数を超えているものの、「ブランド力」、「知名度」

も２割を超えて多くなっています。なお、「知名度」は≪優れている点≫が≪劣っている点≫を

上回っていますが、「ブランド力」は、≪劣っている点≫が≪優れている点≫を上回っています。 

居住圏域別にみると、≪優れている点≫で、名古屋圏は全体の順位とすべて重なっています

が、東京圏と大阪圏では複数の項目で全体の順位と一致しません。また、「水源地域の環境」と

「含有成分」は、他の項目と異なり、西に行くに従って多くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査票上では、「非常に優れている」、「優れている」、「どちらでもない」、「劣っている」、「非常に劣っている」の

５項目ですが、ここでは「非常に優れている」、「優れている」の合算を【優れている】、「劣っている」、「非常に劣

っている」の合算を【劣っている】として掲載しています。 
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◆ 山梨県内の「水」の名所として                  【問８（複数回答可）】 

（１）行ってみたいと思う場所（再訪を含む） 

（２）知っている場所 

（３）行ったことがある場所 

 

≪行ってみたいと思う場所≫は「尾白川渓谷」が約５割と最も多く、他は「その他」を除き、

３割から４割の範囲内となっています。≪知っている場所≫は、富士五湖が上位５位を占め、

５位の「精進湖」と６位の「忍野八海」では２割以上の差があります。また、富士五湖の中で

は「河口湖」、「山中湖」が約７割と多くなっています。 

 

尾
白
川
渓
谷

西
沢
渓
谷

金
峰
山
・
瑞
牆
山
源
流

山
中
湖

河
口
湖

忍
野
八
海

八
ヶ

岳
南
麓
高
原
湧
水
群

西
湖

精
進
湖

本
栖
湖

御
岳
昇
仙
峡

十
日
市
場
・
夏
狩
湧
水
群

信
玄
堤

そ
の
他

河
口
湖

山
中
湖

西
湖

本
栖
湖

精
進
湖

忍
野
八
海

御
岳
昇
仙
峡

信
玄
堤

八
ヶ

岳
南
麓
高
原
湧
水
群

尾
白
川
渓
谷

西
沢
渓
谷

金
峰
山
・
瑞
牆
山
源
流

十
日
市
場
・
夏
狩
湧
水
群

そ
の
他

全体　N=3,000
居住圏域別（東京圏・名古屋圏・大阪圏）　N=1,000

行
っ

て
み
た
い

知
っ

て
い
る

48.4 
41.8 41.3 41.2 39.8 39.4 38.4 35.6 35.6 35.3 34.8 34.7 31.8 

0.5

0%

20%

40%

60%

80%

68.6 67.3 

54.1 52.8 49.9 

28.4 
20.0 

14.4 11.5 11.0 10.9 8.2 5.8 
0.5

0%

20%

40%

60%

80%

全体

東京圏

名古屋圏

大阪圏

76.7 

78.2 

74.4 

77.4 

23.3 

21.8 

25.6 

22.6 

0% 25% 50% 75% 100%

ある ひとつもない

全体

東京圏

名古屋圏

大阪圏

76.8 

82.5 

74.7 

73.1 

23.2 

17.5 

25.3 

26.9 

0% 25% 50% 75% 100%

ある ひとつもない



    

6 

 

 

≪行ったことがある場所≫は「河口湖」、「山中湖」が４割を超えて多くなっています。また、

≪知っている場所≫・≪行ったことがある場所≫の上位７項目の順位は重なっています。 

◆ 山梨県内の「水」の名所を訪問した理由 ＜問８（３）で「ひとつもない」以外を選んだ人のみ＞ 

【問９（複数回答可）：上位 10 位のみ掲載】 

 

「景色がきれいだから」、「自然が豊かだから」の上位２項目はいずれも自然に関する項目と

なっています。また、「ドライブ・ツーリングで」、「登山・ハイキングで」、「キャンプで」とい

う項目も上位 10 位以内に入っているように、アウトドアのアクティビティの一環として訪問

している人も多くなっています。 

 

河
口
湖

山
中
湖

西
湖

本
栖
湖

精
進
湖

忍
野
八
海

御
岳
昇
仙
峡

西
沢
渓
谷

信
玄
堤

八
ヶ

岳
南
麓
高
原
湧
水
群

尾
白
川
渓
谷

金
峰
山
・
瑞
牆
山
源
流

十
日
市
場
・
夏
狩
湧
水
群

そ
の
他

全体　N=3,000
居住圏域別（東京圏・名古屋圏・大阪圏）　N=1,000

行
っ

た
こ
と
が
あ
る

45.8 42.7 

27.9 26.3 25.3 
15.7 

10.9 
3.5 3.4 2.8 2.9 2.0 1.0 0.4 

0%

20%

40%

60%

80%

 

景
色
が
き
れ
い
だ
か
ら

自
然
が
豊
か
だ
か
ら

有
名
だ
か
ら

ド
ラ
イ
ブ
・
ツ
ー

リ
ン
グ
で

水
が
き
れ
い
だ
か
ら

登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
で

研
修
・
合
宿
で

学
校
行
事
で

キ
ャ

ン
プ
で

特
に
理
由
は
な
い

N=1,647
47.5 

37.6 
28.8 27.8 

22.3 

9.5 7.9 7.0 6.0 
10.0 

0%

25%

50%

全体

東京圏

名古屋圏

大阪圏

54.9 

70.3 

51.4 

43.0 

45.1 

29.7 

48.6 

57.0 

0% 25% 50% 75% 100%

ある ひとつもない
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◆ 山梨県内の温泉地として、                           【問 10（複数回答可）】 

（１）行ってみたいと思う場所（再訪を含む） 

（２）知っている場所 

（３）行ったことがある場所 

 

≪行ってみたいと思う場所≫は「積翠寺温泉」、「河口湖温泉」、「増富ラジウム温泉」、「湯村

温泉」が約３割と多くなっていますが、１位から 10 位までの差は１割未満となっています。

≪知っている場所≫は「河口湖温泉」が３割を超えて最も多く、「石和・春日居温泉」が約２割

で続いています。また、２位と３位の差は１割近くありますが、３位から 10 位までの差は１

割未満となっています。 

 

積
翠
寺
温
泉

河
口
湖
温
泉

増
富
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉

湯
村
温
泉

芦
安
温
泉

石
和
・
春
日
居
温
泉

下
部
温
泉

西
山
温
泉

塩
山
温
泉

奈
良
田
温
泉

そ
の
他

河
口
湖
温
泉

石
和
・
春
日
居
温
泉

湯
村
温
泉

下
部
温
泉

積
翠
寺
温
泉

塩
山
温
泉

芦
安
温
泉

増
富
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉

西
山
温
泉

奈
良
田
温
泉

そ
の
他

全体　N=3,000
居住圏域別（東京圏・名古屋圏・大阪圏）　N=1,000

行
っ

て
み
た
い

知
っ

て
い
る

31.6 31.6 
29.5 28.9 

26.9 26.9 26.4 
22.7 22.6 22.2 

0.3 

0%

10%

20%

30%

40%

31.7 

20.5 

11.1 10.6 8.7 8.5 7.3 6.9 
4.2 3.9 

0.3 

0%

10%

20%

30%

40%

全体

東京圏

名古屋圏

大阪圏

59.5

62.4

55.3

60.7

40.5

37.6

44.7

39.3

0% 25% 50% 75% 100%

ある ひとつもない

全体

東京圏

名古屋圏

大阪圏

46.6

55.9

41.8

42.1

53.4

44.1

58.2

57.9

0% 25% 50% 75% 100%

ある ひとつもない
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≪行ったことがある場所≫は「河口湖温泉」が約２割と最も多く、「石和・春日居温泉」が約

1 割で続いています。「石和・春日居温泉」は県下最大の温泉地ですが、≪行ってみたいと思う

場所≫・≪知っている場所≫・≪行ったことがある場所≫のすべてにおいて、「河口湖温泉」が

「石和・春日居温泉」を上回っています。 

◆ 山梨県内の温泉地を訪問した理由 ＜問 10 （３）で「ひとつもない」以外を選んだ人のみ＞ 

【問 11（複数回答可）】 

 

水の名所を訪問した理由と同様、「景色がきれいだから」、「自然が豊かだから」の上位２項目

はいずれも自然に関する項目となっています。また、「ドライブ・ツーリングで」、「有名だから」

を含む上位４項目は順位が異なるものの、水の名所を訪問した理由と同じ項目が入っており、

訪問の主な理由となっていることがわかります。 

 

河
口
湖
温
泉

石
和
・
春
日
居
温
泉

下
部
温
泉

湯
村
温
泉

積
翠
寺
温
泉

芦
安
温
泉

増
富
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉

塩
山
温
泉

西
山
温
泉

奈
良
田
温
泉

そ
の
他

全体　N=3,000
居住圏域別（東京圏・名古屋圏・大阪圏）　N=1,000

行
っ

た
こ
と
が
あ
る

19.9 

11.8 

4.0 3.8 2.7 2.5 1.9 2.0 1.0 0.7 0.1 

0%

10%

20%

30%

40%

 

景
色
が
き
れ
い
だ
か
ら

自
然
が
豊
か
だ
か
ら

ド
ラ
イ
ブ
・
ツ
ー

リ
ン
グ
で

有
名
だ
か
ら

リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

・
休
養
で

泉
質
が
良
い
か
ら

社
員
旅
行
で

登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
で

研
修
・
合
宿
で

仕
事
で

学
校
行
事
で

旅
行
・
観
光
で

美
容
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で

冠
婚
葬
祭
で

そ
の
他
ス
ポ
ー

ツ
で

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

N=  942
35.1 

31.4 
27.3 27.1 25.8 

17.6 
12.0 

8.6 7.6 
3.3 3.0 2.5 0.7 0.3 0.2 2.3 

6.5 

0%

10%

20%

30%

40%

全体

東京圏

名古屋圏

大阪圏

31.4

41.5

28.8

23.9

68.6

58.5

71.2

76.1

0% 25% 50% 75% 100%

ある ひとつもない
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◆ 山梨県内の「水」の名所や温泉地の情報の見聞きの頻度【問 12】 

 

≪山梨県内の水の名所≫は【年に１回未満】が約４割で最も多く、「見聞きしたことはない（知

らない）」が僅差で続きます。また、≪山梨県内の温泉地≫は「見聞きしたことはない（知らな

い）」が半数を超えて最も多く、【年に１回未満】が続いています。 

◆ 山梨の「水」や「温泉」に関連する観光として、参加・体験したいもの 
【問 13（複数回答可）：上位 10 位のみ掲載】 

 

「森林浴」、「グルメ」、「湯巡り」が３割前後と多くなっています。また、複数の箇所をまわ

る「湯巡り」や「名水巡り」、工場・醸造所を見学する「ウイスキー醸造所の見学」や「ミネラ

ルウォーター工場の見学」も上位に入っていることから、その注目度の高さが伺えます。 

 

 
※調査票上では、「月に１回以上」、「２～３か月に１回程度」、「年に１～２回程度」、「２～３年に１回程度」、「２～３年に１

回未満」、「見聞きしたことはない（知らない）」の７項目ですが、ここでは「月に１回以上」、「２～３か月に１回程度」、「年

に１～２回程度」の合算を【年に１回以上】、「２～３年に１回程度」、「２～３年に１回未満」の合算を【年に 1 回未満】と

して掲載しています。 

山梨県内の「水」の名所　N=3,000

山梨県内の温泉地　　　　N=3,000

23.9 

19.6 

38.7 

26.9 

37.4 

53.5 

0% 25% 50% 75% 100%

【年に１回以上】 【年に１回未満】 見聞きしたことはない（知らない）

 

森
林
浴

グ
ル
メ

湯
巡
り

名
水
巡
り

登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ

ウ
イ
ス
キ
ー

醸
造
所
の
見
学

川
遊
び

遊
覧
船

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー

工
場
の
見
学

特
に
な
い

N=3,00032.6 30.6 29.8 
23.9 

20.9 18.8 18.6 17.7 16.0 

26.0 

0%

10%

20%

30%

40%
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◆ 「水」に関連する山梨県産商品について、                  【問 14（複数回答可）】 

（１）購入してみたいと思うもの 

（２）知っているもの 

（３）購入したことがあるもの 

（４）もらったことがあるもの 

 

≪購入してみたいと思うもの≫は「フルーツ」が４割を超えて最も

多く、「ミネラルウォーター」が３割以上で続きます。 

また、≪知っているもの≫は「フルーツ」が約６割で最も多く、「ほ

うとう」が４割以上、「ウイスキー」が約４割、「ミネラルウォーター」

が３割以上と続きます。 

 

フ
ル
ー

ツ

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー

野
菜

ほ
う
と
う

そ
ば

ウ
イ
ス
キ
ー

菓
子
類

米 日
本
酒

吉
田
の
う
ど
ん

豆
腐
・
ゆ
ば

水
産
物

和
紙

化
粧
品

織
物
・
染
め
物

そ
の
他

フ
ル
ー

ツ

ほ
う
と
う

ウ
イ
ス
キ
ー

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー

菓
子
類

そ
ば

吉
田
の
う
ど
ん

野
菜

米 豆
腐
・
ゆ
ば

水
産
物

日
本
酒

和
紙

化
粧
品

織
物
・
染
め
物

そ
の
他

全体　N=3,000
居住圏域別（東京圏・名古屋圏・大阪圏）　N=1,000

購
入
し
て
み
た
い

知
っ

て
い
る

44.3 

36.0 

23.3 23.1 22.4 21.3 20.1 18.6 18.4 18.4 17.5 15.9 
10.5 9.7 9.3 

0.5 

0%

20%

40%

60%

58.2 

47.3 

38.8 36.2 

25.6 24.4 24.0 
20.4 17.6 

13.2 11.7 9.9 
5.4 4.4 4.4 

0.8 

0%

20%

40%

60%

全体

東京圏

名古屋圏

大阪圏

72.9 

77.0 

68.9 

72.8 

27.1 

23.0 

31.1 

27.2 

0% 25% 50% 75% 100%

ある ひとつもない

全体

東京圏

名古屋圏

大阪圏

76.1 

81.0 

73.1 

74.3 

23.9 

19.0 

26.9 

25.7 

0% 25% 50% 75% 100%

ある ひとつもない
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≪購入したことがあるもの≫は「フルーツ」が約４割で最も多く、「ほうとう」、「ミネラルウ

ォーター」が２割以上で続きます。 

また、≪もらったことがあるもの≫は「フルーツ」が約２割で最も多く、「菓子類」、「ほうと

う」が１割以上で続きます。 

≪購入してみたいと思うもの≫・≪知っているもの≫・≪購入したことがあるもの≫・≪も

らったことがあるもの≫のすべてにおいて「フルーツ」が第１位となっており、山梨県産のフ

ルーツの知名度の高さが伺えます。 

 

 

 

フ
ル
ー

ツ

ほ
う
と
う

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー

菓
子
類

ウ
イ
ス
キ
ー

そ
ば

野
菜

吉
田
の
う
ど
ん

米 豆
腐
・
ゆ
ば

日
本
酒

水
産
物

化
粧
品

和
紙

織
物
・
染
め
物

そ
の
他

フ
ル
ー

ツ

菓
子
類

ほ
う
と
う

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー

そ
ば

ウ
イ
ス
キ
ー

野
菜

吉
田
の
う
ど
ん

豆
腐
・
ゆ
ば

米 日
本
酒

水
産
物

和
紙

織
物
・
染
め
物

化
粧
品

そ
の
他

全体　N=3,000
居住圏域別（東京圏・名古屋圏・大阪圏）　N=1,000

購
入
し
た

こ
と
が
あ
る

も
ら
っ

た

こ
と
が
あ
る

38.0 

24.6 
21.5 

14.7 
10.9 10.6 10.4 

6.7 4.1 3.5 3.0 3.0 0.7 0.7 0.6 0.6 

0%

20%

40%

60%

21.7 

14.2 
10.1 

5.2 5.1 5.0 3.0 2.5 2.0 1.7 1.6 1.4 0.8 0.6 0.5 0.4 

0%

20%

40%

60%

全体

東京圏

名古屋圏

大阪圏

58.6 

69.2 

55.8 

50.8 

41.4 

30.8 

44.2 

49.2 

0% 25% 50% 75% 100%

ある ひとつもない

全体

東京圏

名古屋圏

大阪圏

40.5 

52.2 

34.9 

34.4 

59.5 

47.8 

65.1 

65.6 

0% 25% 50% 75% 100%

ある ひとつもない
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◆ 「水」に関連する山梨県産商品の情報の見聞きの頻度【問 15】 

 

【年に１回以上】が多いのは、多い順に≪フルーツ≫・≪ほうとう≫・≪ミネラルウォータ

ー≫・≪ウイスキー≫となっています。一方で、【知っている】（【年に１回以上】＋【年に１回

未満】）では、多い順に≪フルーツ≫・≪ほうとう≫・≪ウイスキー≫・≪ミネラルウォーター

≫と、順位が異なっています。 

また、【知っている】と回答した方が 1,000 人を超える４商品に

ついて、居住圏域別にみると、全体的に東京圏において【知ってい

る】が多くなっています。≪フルーツ≫は名古屋圏・大阪圏で大き

な差異はみられないものの、≪ほうとう≫・≪ミネラルウォーター

≫は大阪圏の方が少なく、≪ウイスキー≫は名古屋圏の方がやや少

なくなっています。 

 
 

※調査票上では、「月に１回以上」、「２～３か月に１回程度」、「年に１～２回程度」、「２～３年に１回程度」、「２～

３年に１回未満」の６項目ですが、ここでは「月に１回以上」、「２～３か月に１回程度」、「年に１～２回程度」の

合算を【年に１回以上】、「２～３年に１回程度」、「２～３年に１回未満」の合算を【年に 1 回未満】として掲載し

ています。 

 

 
 

 

 

フ
ル
ー

ツ

ほ
う
と
う

ウ
イ
ス
キ
ー

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー

菓
子
類

そ
ば

吉
田
の
う
ど
ん

野
菜

米 豆
腐
・
ゆ
ば

水
産
物

日
本
酒

和
紙

化
粧
品

織
物
・
染
め
物

N=3,000

44.0 

27.3 23.3 24.9 
16.8 14.6 12.9 14.5 

9.6 6.7 6.3 4.5 
2.0 1.8 1.5 

14.2 

20.0 

15.4 11.4 

8.8 9.9 11.0 5.9 
8.0 

6.5 
5.3 5.4 3.3 2.6 2.9 

0%

20%

40%

60%
【年に１回以上】 【年に１回未満】

東
京
圏

名
古
屋
圏

大
阪
圏

東
京
圏

名
古
屋
圏

大
阪
圏

東
京
圏

名
古
屋
圏

大
阪
圏

東
京
圏

名
古
屋
圏

大
阪
圏

居住圏域別（東京圏・名古屋圏・大阪圏）　N=1,000

フルーツ ミネラルウォーターウイスキーほうとう

51.6 
38.8 41.5 

13.3 

16.1 13.2 

0%

20%

40%

60%

80%

【年に１回以上】 【年に１回未満】

40.6 
23.3 17.9 

21.4 

21.0 
17.6 

0%

20%

40%

60%

80%

28.0 20.6 21.4 

16.0 
14.6 15.7 

0%

20%

40%

60%

80%

31.3 
22.9 20.4 

12.8 
12.0 9.3 

0%

20%

40%

60%

80%
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◆ 情報の入手先・情報発信について、                        【問 16（複数回答可）】 

（１）山梨県内の「水」の名所や温泉地に関する情報の入手先 

（２）「水」に関連する山梨県産商品の情報の入手先 

（３）山梨の「水」の魅力を広くＰＲするのに特に有効な手段 

 

≪山梨県内の水の名所や温泉地に関する情報の入手先≫は「テレビ番組」、「山梨県や県内市町

村のホームページ」が約２割と多く、≪水に関連する山梨県産商品の情報の入手先≫は「テレビ

番組」、「テレビＣＭ」といったテレビ関連が上位に入り、「山梨県や県内市町村のホームページ」、

「山梨県や県内市町村以外のホームページ」といったホームページが続きます。 

 

テ
レ
ビ
番
組

山
梨
県
や
県
内
市
町
村
の

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

山
梨
県
や
県
内
市
町
村
以
外
の

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

山
梨
県
や
県
内
市
町
村
の

パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
チ
ラ
シ
等

雑
誌
記
事

駅
貼
り
の
ポ
ス
タ
ー

・
中
吊
り
広
告

山
梨
県
に
関
す
る
書
籍
・
本

新
聞
広
告

新
聞
記
事

個
人
の
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

雑
誌
広
告

山
梨
県
に
住
む
、

家
族
・
友
人
・
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≪山梨の水の魅力を広くＰＲするのに特に有効な手段≫は「テレビＣＭ」、「テレビ番組」と

いったテレビ関連が上位に入り、「山梨県や県内市町村のホームページ」が続いています。 

≪山梨県内の水の名所や温泉地に関する情報の入手先≫・≪水に関連する山梨県産商品の情

報の入手先≫・≪山梨の水の魅力を広くＰＲするのに特に有効な手段≫の上位４項目は、いず

れもテレビ又はホームページ関連の項目で占められており、順位が異なるものの、同じ項目が

入っています。 

◆ 山梨の「水」の地域資源、地域ブランドとしての魅力を高めるために必要な取り組み 
【問 17（複数回答可）】 

 

「山梨の水の魅力を広くＰＲ」、「山梨の水に関する情報の提供」の上位２項目はいずれも宣

伝・情報発信に関する項目となっており、第３位以降に森林整備や水辺の整備などのハード面

の整備が続いています。 
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◆ 山梨県での田舎暮らしの意向【問 18】     

  

山梨県での田舎暮らしの意向は「移り住むつもりはない」が４割以上、【してみたい（山梨県）】

が３割以上となっています。また、【してみたい（山梨県）】の内訳は、「短期間であれば、して

みたい」が半数を超えて多くなっています。 

◆山梨県に移り住んでみたいと思う理由    ◆ 田舎暮らしの候補地を検討する上で、 

＜問 18 で【してみたい（山梨県）】を選んだ人のみ＞              水の良さを考慮するか【問 20】 

【問 19（自由記述）：上位５位のみ掲載】 

   

山梨県に移り住んでみたいと思う理由として「自然が豊か」と回答した方が約半数おり、「空

気がきれい」、「水がきれい」といった自然や環境に関する項目が上位４項目を占めています。

一方、「都心に近い」もこれらに続いており、都心に近い利便性も大きな理由となっています。 

田舎暮らしの候補地を検討する上で、水の良さを考慮するかどうかについては、「ある程度考

慮する」が半数を超えて最も多く、「かなり考慮する」と合わせて７割を超えています。 
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